ISO26000(社会的責任規格)の具体化のため、

『研究報告書19　人権ＣＳＲガイドライン
自己診断を通じて知るマネジメントとパフォーマンスの達成度』の活用を
　部落解放・人権研究所では、企業における「人権マネジメント」（40項目）・「人権パフォーマンス」（90項目）の達成度を自己診断する指標として『人権ＣＳＲガイドライン』を刊行いたしました（目次は下記の通りで、詳細はhttp://blhrri.org/をご参照ください）。

　この背景には、国内外の企業の社会的責任（ＣＳＲ）における「人権の主流化」があります。昨年11月にはＩＳＯ26000（社会的責任規格）が発行されましたし、ＯＥＣＤ多国籍企業行動方針でも人権が大きく位置づけられる予定です。日本でも、日本経団連・企業行動憲章「第8原則」が昨年改正され、人権が言及されるに至っています。

●この「人権ＣＳＲガイドライン」（基礎編／全体編）の「チェックシート」をご活用いただき、企業内人権状況の自己診断にお役立てください。
●自己診断された御社の結果を当研究所へお送りいただけましたら、全社平均・同業他社平均と比較した結果（イメージ図・別紙参照）をお送りできます。

　皆さまからのご連絡は、csr@blhrri.org までお願いいたします。
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【人権マネジメント】
[image: image1.emf]（２）労働におけるマイノリティの権利
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【人権パフォーマンス】

[image: image2.emf]人権CSR　パフォーマンス（１）労働者の人権
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[image: image3.emf]（３）消費者・顧客の権利／（４）地域住民の権利
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